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平
成
十
五
年
度

轄
馬
岳
遭
鰹
会
報
告

群
馬
県
山
岳
連
監
会
長
　
星
野
　
　
光

弾
馬
県
山
岳
連
盟
平
成
十
五
年
度
総

会
は
、
五
月
二
十
四
日
　
（
土
）
　
午
後
四

時
か
ら
前
橋
市
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ

ザ
「
ゆ
う
せ
い
」
　
（
旧
郵
政
会
館
）
　
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
の
冒
頭
、
星
野
会
長
は
挨
拶
の

中
で
、
今
日
、
内
外
の
さ
び
し
い
社
会

情
勢
や
景
気
の
低
迷
を
背
景
に
し
て
、

登
山
に
行
く
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
私
た
ち
は
好

き
な
登
山
を
楽
し
く
や
っ
て
い
け
る
よ

う
に
工
夫
し
、
更
に
、
研
領
に
励
ん
で

い
こ
う
と
訴
え
た
。

議
案
審
議
は
、
岳
連
規
約
に
も
と
づ

い
て
星
野
会
長
が
議
長
を
担
当
し
て
進

め
ら
れ
た
。
始
め
に
、
平
成
十
四
年
度

の
事
業
報
告
が
、
総
会
議
案
書
に
従
っ

て
、
総
務
部
・
編
集
部
・
遭
難
対
策
部
・

登
山
指
導
部
・
国
体
部
・
海
外
登
山
部
・

自
然
保
護
部
・
事
業
部
・
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
部
に
わ
た
っ
て
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、

叙
勲
等
表
彰
受
賞
・
高
体
連
登
山
専
門

部
リ
ー
ダ
ー
冬
季
講
習
会
三
十
周
年
記

念
式
典
・
後
援
名
義
承
認
等
・
物
故
者

に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
た
。
女
屋
等
志

事
務
局
長
は
、
第
二
十
回
県
民
ス
ポ
ー

ツ
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会
準
備
の
た
め

欠
席
し
て
お
り
、
か
わ
っ
て
名
塚
秀
二

理
事
長
が
議
案
説
明
を
担
当
し
、
拍
手

多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
平
成
十
四
年
度
の
会
計
収
支

決
算
報
告
並
び
に
平
成
十
四
年
度
基
金

調
書
報
告
が
行
わ
れ
た
。
故
福
本
誠
志

君
の
父
福
本
史
郎
氏
か
ら
三
〇
万
円
の

寄
付
が
あ
り
、
遭
難
防
止
対
策
基
金
と

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
会
計
担
当

の
八
木
原
因
明
常
任
理
事
が
日
山
協
総

会
に
出
席
し
て
不
在
の
た
め
、
こ
れ
も

名
塚
理
事
長
が
担
当
し
て
報
告
の
説
明

を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
竹
山

繁
男
監
事
か
ら
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

た
と
の
監
査
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
、
決

算
書
・
基
金
調
書
通
り
に
承
認
さ
れ
た
。

次
に
平
成
十
五
年
度
事
業
計
画
、
ま

た
、
平
成
十
五
年
度
収
支
予
算
に
つ
い

て
名
塚
理
事
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
一
括

審
議
さ
れ
て
議
案
書
通
り
承
認
さ
れ
た
。

最
後
の
議
案
は
、
轄
馬
岳
連
規
約
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
、
岳
連
規
約
第
二
条
中
の
岳
連
事
務

所
を
　
「
前
橋
市
大
手
町
一
丁
目
一
番
一

号
、
轄
馬
県
観
光
物
産
課
内
」
　
か
ら

「
前
橋
市
堀
之
下
町
四
九
四
の
二
番
地
、

女
屋
等
志
方
」
　
に
改
め
る
も
の
で
あ
り
、

提
案
通
り
承
認
さ
れ
て
、
総
会
の
議
事

を
終
了
し
閉
会
し
た
。

総
会
終
了
後
、
午
後
六
時
か
ら
、
前
沼

田
警
察
署
谷
川
岳
警
備
隊
長
馬
場
保
男

氏
の
退
職
慰
労
会
が
同
会
場
別
室
で
開

催
さ
れ
、
三
十
六
年
間
に
わ
た
る
遭
難

救
助
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
そ
の
功
績
を
た

た
え
る
賛
辞
と
盛
大
な
拍
手
が
、
一
三
〇

名
を
越
え
る
出
席
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。

《
平
成
十
五
年
度
主
要
事
業
計
画
》

一
、
遭
難
防
止
活
動
の
推
進

谷
川
岳
を
中
心
と
し
た
地
域
の
遭

難
防
止
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施
、
救
助
活
動
お
よ
び
救
助
隊
の
技

術
の
向
上
の
た
め
訓
練
を
行
う
。

二
、
国
体
へ
の
参
加
と
選
手
強
化

第
五
十
八
回
国
体
山
岳
競
技
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
　
（
茨
城
県
）
　
へ
の
参

加
と
、
N
E
W
〃
わ
か
ふ
じ
国
体
（
静

岡
県
）
　
山
岳
競
技
会
に
お
け
る
好
成

績
達
成
を
目
標
と
す
る
選
手
強
化
を

推
進
す
る
。

三
、
白
山
協
主
催
行
事
等
へ
の
参
加
と

各
会
の
交
流

日
山
協
行
事
等
に
参
加
す
る
と
と

も
に
、
各
会
と
の
交
流
を
深
め
、
研

修
会
等
を
通
じ
て
技
術
の
向
上
、
岳

人
と
し
て
の
モ
ラ
ル
の
高
揚
を
図
る
。

四
、
美
化
活
動
等
市
民
運
動
へ
の
参
加

尾
瀬
の
ゴ
ミ
持
ち
帰
り
運
動
及
び

谷
川
岳
等
の
美
化
活
動
等
の
推
進
に

辞
馬
が
生
ん
だ
登
山
家
、
山
田
昇

及
び
三
枝
照
雄
両
氏
の
業
績
を
後
世

ま
で
伝
え
る
た
め
、
登
山
の
基
本
で

あ
る
体
力
を
競
い
合
い
、
登
山
の
啓

蒙
・
普
及
・
発
展
の
一
助
と
す
る
登

山
競
争
大
会
を
開
催
す
る
。

期
日
　
九
月
二
十
八
日
　
（
日
）

会
場
　
武
尊
山
　
（
利
根
郡
川
場
村
）

七
、
第
十
九
回
轄
馬
県
民
の
日
記
念
事

業
　
「
第
二
十
六
回
県
民
登
山
大
会
」

の
開
催「
県
民
の
日
」
　
制
定
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
一
般
県
民
か
ら
参
加

者
を
募
集
し
、
県
民
登
山
大
会
を
開

催
す
る
。

期
日
　
十
月
二
十
六
日
　
（
日
）

会
場
　
表
妙
義
山
周
辺

八
、
各
種
研
修
会
及
び
講
習
会
の
開
催

指
導
員
会
及
び
遭
難
救
助
隊
が
主

管
し
て
、
一
般
会
員
を
対
象
に
登
山

技
術
講
習
会
を
開
催
し
、
併
せ
て
指

導
員
の
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て

研
修
会
を
開
催
す
る
。

九
、
岳
連
事
業
収
入
の
確
保

岳
連
の
事
業
・
事
務
を
円
滑
に
推

進
す
る
た
め
、
平
成
十
六
年
版
山
岳

写
真
カ
レ
ン
ダ
ー
の
制
作
・
頒
布
な

ど
の
事
業
を
行
い
、
自
主
財
源
を
確

保
す
る
。

協
力
す
る
。
了

五
、
岳
連
会
報
の
発
行
t
－
i
－

『
山
岳
ぐ
ん
ま
』
の
発
行
を
通
じ
、
会

員
相
互
の
結
び
つ
き
と
啓
蒙
を
図
る
。

六
、
第
十
四
回
山
田
昇
記
念
杯
登
山
競

争
大
会
の
開
催

十
、
ス
キ
ー
・
山
岳
博
物
館
資
料
調
査

の
推
進
利
根
郡
水
上
町
に
建
設
が
計
画
さ

れ
て
い
る
「
ス
キ
ー
・
山
岳
博
物
館
」

に
展
示
す
る
山
岳
資
料
の
調
査
を
推

進
す
る
。
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まんぐ畠山

前
橋
山
岳
会
　
茂
　
木
　
茂
　
昭

平
成
1
5
年
6
月
2
1
。
2
2
日

妙
義
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン

平
成
十
五
年
度
の
最
初
の
救
助
訓
練

が
六
月
二
十
一
日
と
二
十
二
日
に
妙
義

ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
に
て
行
わ
れ
た
。
私

は
一
一
十
二
日
の
み
参
加
。
朝
七
時
、
ロ

ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
の
登
り
口
に
集
合
。
前

日
は
、
既
に
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
に
て
、

救
助
に
使
用
す
る
ワ
イ
ヤ
ー
ワ
ー
ク
・

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
労
山
か
ら
三
名
の
参
加
者
も
迎

え
て
総
勢
十
五
名
の
訓
練
で
あ
っ
た
と

の
こ
と
。
私
は
今
年
度
最
初
の
訓
練
で
あ
っ
た

り
、
ワ
イ
ヤ
ー
ワ
ー
ク
が
ま
だ
ま
だ
身

に
つ
い
て
い
な
か
っ
た
り
と
、
緊
張
し

て
訓
練
に
臨
ん
だ
。

ま
ず
、
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
前
に
全
員

集
合
し
、
松
永
隊
長
よ
り
ワ
イ
ヤ
ー
搬

出
の
実
践
訓
練
の
段
取
り
が
告
げ
ら
れ

る
。
負
傷
者
が
、
岸
壁
右
上
部
に
取
り

残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
想
定
。
岸
壁
最

上
端
よ
り
ワ
イ
ヤ
ー
に
よ
っ
て
搬
出
を

行
う
訓
練
で
あ
る
。
上
部
の
リ
ー
ダ
ー

は
小
暮
さ
ん
。
下
部
の
リ
ー
ダ
ー
は
町

田
さ
ん
。
各
隊
員
は
上
部
・
下
部
に
分

か
れ
、
ま
た
救
助
者
・
負
傷
者
役
も
こ

な
し
つ
つ
本
番
を
想
定
し
て
訓
練
す
る

と
い
う
流
れ
で
あ
っ
た
。

私
は
、
他
の
二
名
の
隊
員
と
と
も
に
、

フ
ィ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
、
上
部
へ
の
ル

ー
ト
工
作
と
い
う
分
担
。
岸
壁
右
端
の

沢
か
ら
尾
根
に
入
り
ロ
ー
プ
を
伸
ば
す

が
、
「
フ
ィ
ッ
ク
ス
」
　
の
手
順
を
小
暮
さ

ん
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
ト
ッ
プ
、

セ
カ
ン
ド
、
サ
ー
ド
の
各
役
割
。
ロ
ー

プ
を
少
し
で
も
上
に
伸
ば
す
に
は
ど
う

す
る
か
。
下
降
に
備
え
て
ロ
ー
プ
を
ど

う
処
置
す
る
か
。
ま
だ
ま
だ
経
験
の
浅

い
私
に
は
な
る
ほ
ど
そ
う
だ
っ
た
の
か
、

と
思
う
こ
と
が
救
助
隊
の
訓
練
で
は
随

所
に
あ
り
、
こ
れ
が
醍
醐
味
で
も
あ
る
。

上
部
か
ら
は
、
メ
イ
ン
ワ
イ
ヤ
ー
を

デ
ィ
ス
ク
か
ら
繰
り
出
し
な
が
ら
、
一

巻
き
分
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ワ
イ

ヤ
ー
を
下
部
ま
で
下
ろ
す
。
下
部
で
は

「
張
込
み
」
に
備
え
て
四
分
の
一
ウ
イ
ン

チ
シ
ス
テ
ム
を
用
意
し
て
い
る
は
ず
だ
。

負
傷
者
を
岸
壁
途
中
に
下
降
さ
せ
る
。

準
備
が
で
き
た
ら
、
救
助
者
が
下
降
用

ワ
イ
ヤ
ー
で
滑
車
と
と
も
に
下
降
を
始

め
、
負
傷
者
へ
辿
り
つ
き
確
保
。
こ
の

問
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
救
助
者
は
上
部

と
連
絡
を
と
り
、
一
〇
セ
ン
チ
刻
み
で

下
降
を
行
う
。
負
傷
者
を
滑
車
へ
連
結

し
た
ら
、
下
部
へ
張
込
み
の
連
絡
。
ワ

イ
ヤ
ー
が
張
ら
れ
、
二
人
が
空
中
に
浮

く
。
町
田
さ
ん
か
ら
、
こ
の
と
き
の
強

度
は
慎
重
に
計
算
さ
れ
た
強
度
で
張
る

必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
。
張
込
み
完
了

後
、
上
部
よ
り
ワ
イ
ヤ
ー
を
繰
り
出
す
。

デ
ィ
ス
ク
を
介
し
た
繰
り
出
し
に
も
慣

れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
救
助
者
は
負

傷
者
を
確
保
し
、
下
降
を
続
け
る
。
下

部
の
隊
員
に
よ
り
二
人
が
回
収
さ
れ
る

と
一
連
の
搬
出
が
終
了
す
る
。

私
も
す
べ
て
の
作
業
を
他
の
隊
員
と

交
互
に
こ
な
す
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
場
面
で
小
暮
さ
ん
、
町
田
さ
ん

よ
り
指
示
が
と
ぶ
。
そ
れ
で
一
層
ポ
イ

ン
ト
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
的

確
な
指
示
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
安

心
感
の
も
と
、
ま
ず
自
分
で
手
を
出
し

て
み
る
。
そ
う
す
れ
ば
自
分
の
も
の
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
感
じ
た
と

て
も
有
意
義
な
一
日
と
な
っ
た
。

平
成
1
5
年
7
月
6
日

谷
川
岳
。
ノ
倉
沢

今
日
の
訓
練
は
テ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
中

間
部
か
ら
衝
立
前
沢
奥
ま
で
二
〇
〇
メ

ー
ト
ル
の
ワ
イ
ヤ
ー
搬
出
で
あ
る
。
沢

に
は
ま
だ
雪
渓
が
残
っ
て
い
る
。
今
日

は
下
部
は
小
暮
さ
ん
、
上
部
を
町
田
さ

ん
を
リ
ー
ダ
ー
に
二
班
に
分
か
れ
作
業

を
開
始
し
た
。
前
回
妙
義
で
の
訓
練
を

踏
ま
え
た
よ
り
実
践
的
な
訓
練
で
あ
る
。

私
は
、
最
初
下
部
で
ス
ノ
ー
バ
ー
に

よ
る
支
点
の
セ
ッ
ト
の
あ
と
、
上
部
へ

と
移
っ
た
。
上
部
は
、
テ
ー
ル
リ
ッ
ジ

最
初
の
岩
場
を
過
ぎ
た
ブ
ッ
シ
ュ
帯
が

搬
出
点
と
設
定
さ
れ
た
。
剣
持
さ
ん
を

中
心
に
支
点
工
作
、
デ
ィ
ス
ク
の
セ
ッ

ト
、
ス
ト
ッ
パ
ー
の
セ
ッ
ト
が
進
め
ら

れ
た
。
そ
し
て
、
実
際
の
搬
出
に
移
る
。

今
回
は
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
ワ
イ
ヤ
ー

二
巻
き
分
の
搬
出
で
あ
り
、
搬
出
の
途

中
で
ワ
イ
ヤ
ー
の
連
結
が
行
わ
れ
る
。

ワ
イ
ヤ
ー
に
は
当
然
連
結
部
が
あ
り
、

そ
れ
を
意
識
し
た
作
業
が
必
要
と
な
る
。

出
だ
し
は
ブ
ッ
シ
ュ
帯
と
な
る
が
、

そ
れ
を
過
ぎ
る
と
救
助
者
、
負
傷
者
と

も
空
中
に
浮
く
。
ス
ケ
ー
ル
の
あ
る
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
搬
出
で
ミ
ス
は
許
さ
れ

な
い
。
慎
重
に
数
回
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
空
中
搬
出
を
繰
り
返
す
。
途
中
途
中

で
問
題
点
の
指
摘
と
修
正
の
指
示
が
リ

ー
ダ
ー
か
ら
と
ぶ
。
や
は
り
実
践
の
過

程
で
身
に
染
み
た
一
言
一
言
が
本
番
で

生
き
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ
る
。
ま
た
、

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
搬
出
で
あ
る
の
で
、

隊
員
同
士
の
連
携
・
連
絡
が
重
要
で
あ

る
。
そ
し
て
救
助
は
な
に
よ
り
も
一
発

勝
負
で
あ
る
。

午
後
か
ら
は
、
岩
場
の
途
中
に
い
る

負
傷
者
を
回
収
し
て
搬
出
す
る
　
「
横
取

り
」
　
を
行
っ
た
。
上
部
と
救
助
者
と
の

連
絡
、
横
取
り
す
る
隊
員
の
手
順
、
横

取
り
後
の
下
部
の
張
込
み
、
そ
れ
ぞ
れ

の
手
順
を
着
実
に
こ
な
す
と
、
負
傷
者

が
回
収
さ
れ
、
下
部
ま
で
無
事
運
ば
れ

る
。
前
回
妙
義
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践

に
生
か
せ
る
よ
う
な
訓
練
と
な
っ
た
。

訓
練
後
の
反
省
会
で
は
松
永
隊
長
が
、

ワ
イ
ヤ
ー
搬
出
を
こ
れ
だ
け
の
レ
ベ
ル

で
実
践
し
て
い
る
の
は
詳
馬
岳
連
だ
け

だ
と
い
う
話
が
あ
り
、
使
命
感
を
一
層

新
た
に
し
た
。
ま
た
、
隊
員
数
は
現
在

十
六
名
と
減
少
傾
向
に
あ
り
、
群
馬
の

ワ
イ
ヤ
ー
を
受
け
継
い
で
い
く
人
材
を

も
っ
と
育
て
て
行
き
た
い
と
い
う
話
も

印
象
的
で
あ
っ
た
。

平
成
十
五
年
度
の
救
助
隊
は
左
記
の

編
成
と
な
り
ま
し
た
。

顧
問
　
西
山
年
秋
。
隊
長
　
松
永
幸
雄
。

副
隊
長
　
小
暮
文
彦
、
町
田
幸
男
。
隊

員
　
梁
瀬
佐
市
、
清
水
福
治
、
山
田
重
之

（
沼
田
）
、
堀
越
利
通
　
（
登
高
会
）
、
茂
木

茂
昭
、
角
田
守
　
（
前
橋
）
、
清
水
裕
千

（
む
す
び
）
、
小
沢
勝
（
独
峰
）
、
剣
持
典

之
　
（
墳
町
）
、
阿
久
津
幸
弘
、
金
子
茂
敏
、

武
井
幸
一
、
長
山
栄
二
　
（
太
田
）
。
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